
こども環境学会 主催 

第２回『こども環境学セミナー』のご案内 
時下、貴殿におかれましてはますます御清勝のこととお喜び申し上げます 
平成１６年５月に、こどもを取り巻く様々な環境を考えるために学者や研究者、こどもの環境の実践活動をしている方々、

こども環境に関心があるすべての方に開かれた学会として『こども環境学会』（初代会長；仙田 満（東京工業大学教授））

が設立されました。本学会は物理化学環境だけでなく、生物環境や最近注目される社会環境などを包括する総合的な学会で

あり、こども環境を一つの領域からでなくさまざまな面から考えるという新しい発想の下に生まれた学会です。  
こども環境学会では、学術・研究委員会を中心に、レクチャーシリーズ『こども環境学セミナー』を企画し、１６年１０

月に約１００名の参加者のもと、こども環境学会の仙田満会長、福岡孝純理事を演者に迎え、第１回こども環境学セミナー

を開催しました。引き続き第２回こども環境学セミナーを以下のように開催いたしますのでここにご案内いたします。近年、

こどもを取り巻く環境はめまぐるしく変化し、複雑になってきております。これらをふまえてこのセミナーはこどもをとり

まくさまざまな環境をテーマに、こども環境に関連する専門家や実践者に講演いただくものです。質問や討論も含まれる講

演者と参加者一体型のセミナーですので、学会員だけでなくこどもの環境問題に関心がある方はどなたでも参加できます。

多くの方々がご参加くださるようご案内いたします。なお学会員で本セミナーへの参加者には、こども環境学会が認定（予

定）する継続教育および専門家としての資格取得のためのポイントが与えられますので、積極的にご参加ください。 
      平成１６年１１月     こども環境学会会長         仙田  満 
                    （同）学術・研究委員会委員長  織田 正昭 

―――――――――――――――――――――――― 記 ―――――――――――――――――――――――――― 

日 時 ： 平成１７年１月２２日（土）午後１：３０～４：３０ 

講 師 ：  １） 塩川 寿平 氏 （東横学園女子短期大学教授；こども環境学会理事） 

「子どもを伸ばす保育環境 ―大人の行動原理を子どもに押しつけないで！―」 

２） 小澤 紀美子氏 （東京学芸大学教授；こども環境学会理事） 

「こどもはどのようにしてテリトリーを広げるか」 

  会   場 ： 東京大学（本郷キャンバス）医学部総合中央館（医学図書館）３階３３３会議室 

（東京都文京区本郷 7-3-1 地下鉄本郷三丁目駅より徒歩７～８分、裏の地図を参照下さい。） 

※車での来場はご遠慮ください。なお託児サービスはございません。ご了承ください 

対 象 ： こどもの環境に関心がある方はどなたでもご参加下さい。（会員以外の方も歓迎です） 

参 加 費 ： 資料代として、以下を申し受けます。（会場で直接お支払いください） 

学会員：１０００円、学会員以外：１５００円  （当日、学会入会もできます） 

主 催 ： こども環境学会（企画；こども環境学会「学術・研究委員会」） 

※ 尚、レクチャー後、午後５時頃より懇親会を開催します。こちらもよろしければご参加下さい。 

（会費はお一人２５００円の予定です。当日の参加も可能です。） 

――――――――――――――――――――出 席 連 絡 表―――――――――――――――――――― 

ご出席予定者は下欄にお名前とご連絡先等を記入の上、事務局宛に Faxまたはメールでご連絡下さい。 
当日参加も可能です。（当日連絡先 090-7284-2963 中山） 

Fax：03-5734-2923  E-mail: info@ children-environment.org 
 平成１７年１月２２日（土）の「第２回こども環境学セミナー」に参加します 

お名前  

ご住所 
 

Tel／Fax  
E-mail  

連絡事項など 

懇親会に  参加します  参加しません （どちらかに○をお付け下さい） 
 

 
『こども環境学会』事務局 連絡担当：中山・井上・西本 

東京工業大学 建築学専攻仙田満研究室 〒152-8552 東京都目黒区大岡山 2-12-1 
Tel：03-5734-3163    URL:http://www.children-environment.org

http://www.children-environment.org/


講演者プロフィール 

塩川 寿平 ：東横学園女子短期大学教授、野中保育園大地教育研究所所長 （保育学） 

自らが実践する『大地保育』とは、 太陽、水、泥んこ、土、草や木、小動物などの自然環境を最重視し、大地を

土台に展開される自由保育方式の保育の総称である。 

明治学院大学大学院（社会学）修了。専門は保育学。淑徳大学社会福祉学部助教授、共栄学園短期大学教授、静岡

県立大学短期大学部教授などを歴任。 

主な著書：｢児童文化」（同文書院）、「子どもを伸ばす保育環境」(第一法規)、｢コーナーのないコーナーの保育｣(フ

レーベル館)、｢保育原理｣（ひかりのくに）、｢新・福祉カウンセリング｣(日本文化科学社)など 

小澤 紀美子 ：東京学芸大学教授 （住環境教育学） 

子どもの主体性と学び、子どもの居場所づくり、参加型まちづくり、学びと「生きられた空間」などを主テーマと

して教育・研究を行っている。 

東京大学大学院（建築学）修了。専門は、住居学、参加のまちづくり、環境教育。日本環境教育学会運営委員、環

境省｢中央環境審議委員｣、国土交通省｢社会資本整備審議会｣委員などを歴任。 

主な著書：｢豊かな住生活から考える‐住居学｣(彰国社)、｢生涯学習としての環境教育｣(国土者)、｢キッズプレー

ス‐居ごこちのよい子どもの住環境｣(風土社)、｢まちは子どものワンダーらんど‐これからの環境学習｣(風土社)、

｢まちワーク：地域と進める校庭＆まちづくり総合学習｣(風土社)、｢子ども・若者の参画‐Ｒ.ハートの問題提起に

応えて｣(萌文社)、｢持続可能な社会をめざす環境教育｣(岩波書店)など 

 

―――――――――――――――――――――――― 会場案内図 ―――――――――――――――――――――――― 
 


